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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 113 ― △181 ― △183 ― △209 ―

22年3月期第2四半期 377 ― △190 ― △190 ― △194 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △1,348.71 ―

22年3月期第2四半期 △2,588.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 374 44 11.3 272.36
22年3月期 616 259 41.8 1,660.01

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  42百万円 22年3月期  257百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 334 ― △279 ― △279 ― △325 ― △2,093.00



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 155,337株 22年3月期  155,337株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 155,337株 22年3月期2Q  74,995株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローンを発端とした世界的な景気減退の

中、内外の各種経済対策の効果もあり、企業収益の改善や企業倒産件数の減少、株価の回復等、明るさが

出てきました。しかしながら、諸外国に比べて自律的な国内景気の回復力は依然として弱く、実体経済の

悪化による企業のＩＴ関連投資縮小や経費節減傾向が継続し、経営環境がよりいっそう厳しさを増しまし

た。  

 当社の属するITセキュリティ業界においては、昨年より猛威を振るっているコンピュータウイルスによ

るウェブ改ざん被害の多発により、大手企業や官公庁のみならず中堅企業においても情報セキュリティに

対する関心は引き続き高く、需要は堅調に推移しておりますが、その一方で企業としてもコスト削減等の

費用対効果が明確に認められるIT投資に限定する等の案件の見直しや発注延伸、価格引下げ要請等の影響

による商品やサービス、企業間の競争は益々激化してきており、売上や利益確保が一段と厳しくなってき

ている状況にもあります。  

 当社は、このような厳しい環境のもと、新経営体制を構築し、既存のセキュリティ商品の販売に加え

て、新しいソリューションやサービスの開発、また当社のITインフラナレッジと商社機能を活用した新規

事業の創出等にも積極的に取り組み、収益力の回復に努めて参りましたが、当初見込みの売上及び粗利益

の確保には至りませんでした。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高113百万円（前年同期比69.8％減）、営業損失181

百万円（前年同期実績190百万円の営業損失）、経常損失183百万円（前年同期実績190百万円の経常損

失）、四半期純損失209百万円（前年同期実績194百万円の四半期純損失）となりました。  

 セグメント別の業績については、当社はＩＴセキュリティ事業の単一セグメントであることから上述の

業績と同様となります。 

  

（1）貸借対照表に関する情報 

（資産） 

 流動資産は、前事業年度末に比べて188百万円減少し、179百万円となりました。 これは、主として

現金及び預金が100百万円、売掛金が13百万円、商品が79百万円減少したことによります。 

 固定資産は、前事業年度末に比べて53百万円減少し、195百万円となりました。 これは、主とし

て、ソフトウェア仮勘定が44百万円減少したことによります。 

 この結果、総資産は、前事業年度末に比べて241百万円減少し、374百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前事業年度末に比べて76百万円減少し、270百万円となりました。 これは主として前

受金が92百万円、未払消費税等10百万円減少したことによります。 

 固定負債は、前事業年度に比べて49百万円増加し58百万円となりました。これは主として長期借入金

が54百万円増加したことによります。 

 この結果、負債合計は、前事業年度に比べて26百万円減少し329百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前事業年度に比べて215百万円減少し、44百万円となりました。これは主に四半期純

損失の計上によるものであります。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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 （2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は期首に比べ100百万円減少し、0百万円となりま

した。 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果使用した資金は149百万円となりました。これは主に四半期純損失の計上、前受金の

減少等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は15百万円となりました。これは主に敷金の差入、固定資産の取得によ

るものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果獲得した資金は64百万円となりました。これは主に短期借入金及び長期借入金の借入

によるものであります。 

  

  

平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年11月12日付けにて発表いたしました業績予想から
変更はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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簡便な会計処理 

 ①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

      当第２四半期累計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化 

     がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定して 

     おります。 

    ②棚卸資産の評価方法 

       当第２四半期累計期間末の棚卸高の算出に関しては、実施棚卸を省略し、前事業年度 

     末の実施棚卸高を基礎として合理的方法により算出する方法によっております。 

      また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ 

     正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

    ③法人税等の算定方法 

      法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な 

     ものに限定する方法によっております。 

  

 （四半期貸借対照表関係） 

 資産除去に関する会計基準等の適用 

   当第２四半期累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用 

  指針21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

   なお、これによる、営業損失、経常損失、税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

  

  

当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年3月期以降連続して

おります。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行して

参ります。  

（1）新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成23年３月期事業年度予算及び業務執行において諸経費の

見直しを継続的に行っており、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。また、一方で、既

存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必要な人材強化も図り、効率のよい経営体質へと改善を図っ

ていく所存です。  

②新規事業の立ち上げ  

 新たなるシナジーを発揮できるような新規事業の立ち上げを行って参る所存です。具体的な投資につ

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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いては、今後引き続き市場の拡大が期待できる通信業界において、固定回線と携帯回線の併用が可能

な次世代型通信機器の販売及び管理業務による、付加価値の高い事業の推進を開始しております。ま

た、最近の市況不安による独立志向の高まりを受けて注目を集めているフランチャイズビジネスに対し

て、当社が長年培ってきた商社機能とITインフラナレッジを融合した、店舗展開支援業務やＩＴ化支援

業務等を網羅した包括的なチェーン展開支援事業の立ち上げを推進しております。 

 (2)資金計画 

 上述の新規事業に対する資金を借入、又は第三者割当増資等により調達していく方針であります。 

 また、直近の運転資金については平成22年10月において127,340千円借入を行っております。 

 詳細は、後発事象の注記に記載しております。 
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3. 四半期財務諸表

(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 233 101,043

受取手形及び売掛金（純額） 1,786 15,744

短期貸付金 － 8,000

商品及び製品 131,063 210,793

前渡金 30,291 33,445

前払費用 2,705 3,903

未収入金 121 143

預け金 28,045 －

その他 80 80

貸倒引当金 △15,176 △5,956

流動資産合計 179,151 367,197

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 9,112 －

減価償却累計額 △126 －

有形固定資産合計 8,985 －

無形固定資産

ソフトウエア仮勘定 118,500 162,658

無形固定資産合計 118,500 162,658

投資その他の資産

投資有価証券 54,977 61,025

破産更生債権等 1,226,230 1,218,530

その他 12,796 25,155

貸倒引当金 △1,226,230 △1,218,530

投資その他の資産合計 67,773 86,181

固定資産合計 195,259 248,839

資産合計 374,410 616,036

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,155 3,593

短期借入金 10,000 －

未払金 58,781 41,828

前受金 188,389 281,166

未払法人税等 8,129 6,702

未払消費税等 1,513 12,009

預り金 2,152 2,080

その他 750 －

流動負債合計 270,871 347,380
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

固定負債

長期借入金 54,500 －

退職給付引当金 4,169 8,719

固定負債合計 58,669 8,719

負債合計 329,541 356,099

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,743 1,374,743

資本剰余金 1,067,043 1,067,043

利益剰余金 △2,388,052 △2,178,546

株主資本合計 53,733 263,239

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,425 △5,378

評価・換算差額等合計 △11,425 △5,378

新株予約権 2,561 2,076

純資産合計 44,869 259,937

負債純資産合計 374,410 616,036
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(2) 四半期損益計算書

 【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 377,492 113,951

売上原価 272,716 89,811

売上総利益 104,776 24,140

販売費及び一般管理費 295,551 205,764

営業損失（△） △190,774 △181,624

営業外収益

受取利息 101 3

為替差益 1,646 －

雑収入 381 103

営業外収益合計 2,128 106

営業外費用

支払利息 1,307 2,060

株式交付費 800 －

雑損失 0 0

営業外費用合計 2,107 2,060

経常損失（△） △190,753 △183,578

特別利益

貸倒引当金戻入額 17,068 －

特別利益合計 17,068 －

特別損失

貸倒引当金繰入額 － 16,919

投資有価証券売却損 20,000 －

事務所移転費用 － 8,532

特別損失合計 20,000 25,452

税引前四半期純損失（△） △193,684 △209,030

法人税、住民税及び事業税 475 475

法人税等合計 475 475

四半期純損失（△） △194,159 △209,505
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 【第２四半期会計期間】

(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 170,343 51,534

売上原価 136,954 43,455

売上総利益 33,389 8,079

販売費及び一般管理費 122,015 116,749

営業損失（△） △88,625 △108,670

営業外収益

受取利息 101 3

為替差益 1,646 －

雑収入 225 103

営業外収益合計 1,973 106

営業外費用

支払利息 － 1,093

為替差損 △21 －

雑損失 0 0

営業外費用合計 △21 1,094

経常損失（△） △86,630 △109,657

特別利益

貸倒引当金戻入額 12,812 －

特別利益合計 12,812 －

特別損失

事務所移転費用 － 8,532

貸倒引当金繰入額 － 14,125

特別損失合計 － 22,658

税引前四半期純損失（△） △73,817 △132,316

法人税、住民税及び事業税 237 237

法人税等合計 237 237

四半期純損失（△） △74,055 △132,553
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △193,684 △209,030

減価償却費 2,612 126

移転費用 － 6,300

投資有価証券売却損益（△は益） 20,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,350 17,219

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,072 △4,549

受取利息及び受取配当金 △101 △3

支払利息 1,307 2,060

長期前払費用の増減額（△は増加） 703 －

売上債権の増減額（△は増加） 187,914 13,957

たな卸資産の増減額（△は増加） 109,105 79,730

前受金の増減額（△は減少） △201,154 △92,776

前渡金の増減額（△は増加） △10,866 3,153

未払金の増減額（△は減少） △17,456 28,218

仕入債務の増減額（△は減少） △56,576 △2,438

その他 6,974 9,958

小計 △173,644 △148,072

利息及び配当金の受取額 7 3

利息の支払額 △1,307 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） － △1,611

営業活動によるキャッシュ・フロー △174,944 △149,681

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △2,832

無形固定資産の取得による支出 △161,350 －

投資有価証券の取得による支出 △66,403 －

投資有価証券の売却による収入 132,571 －

貸付けによる支出 △27,000 －

貸付金の回収による収入 67,115 －

敷金の差入による支出 － △12,796

投資活動によるキャッシュ・フロー △55,066 △15,628

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 137,000

短期借入金の返済による支出 △57,470 △127,000

長期借入れによる収入 － 54,500

新株予約権の行使による株式の発行による収入 324,597 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 267,127 64,500

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 37,116 △100,809

現金及び現金同等物の期首残高 78,483 101,043

現金及び現金同等物の四半期末残高 115,600 233
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当第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
  

  

当社は、ＩＴセキュリティ事業の単一セグメントであるため該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

 当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年3月期以降連続しております。当該状況によ

り、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行して参ります。  

（1）新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成23年３月期事業年度予算及び業務執行において諸経費の見直しを継続的に行って

おり、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。また、一方で、既存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必要な

人材強化も図り、効率のよい経営体質へと改善を図っていく所存です。  

②新規事業の立ち上げ  

 新たなるシナジーを発揮できるような新規事業の立ち上げを行って参る所存です。具体的な投資については、今後引き続き市

場の拡大が期待できる通信業界において、固定回線と携帯回線の併用が可能な次世代型通信機器の販売及び管理業務による、付

加価値の高い事業の推進を開始しております。また、最近の市況不安による独立志向の高まりを受けて注目を集めているフラン

チャイズビジネスに対して、当社が長年培ってきた商社機能とITインフラナレッジを融合した、店舗展開支援業務やＩＴ化支援

業務等を網羅した包括的なチェーン展開支援事業の立ち上げを推進しております。  

その他、新たな事業分野への進出も検討しておりますが、これらの新規事業の推進に関しては、可能な限りリスクを排除するた

めに慎重な事前調査等を行い遂行する所存でございます。 

（2）資金計画 

 上述の新規事業に対する資金を借入、又は第三者割当増資等により調達していく方針であります。また、直近の運転資金につ

いては平成22年10月において127,340千円借入を行っております。詳細は、後発事象の注記に記載しております。  

 しかしながら、これらの対応策を講じても、新規事業や資金調達においても関係者との協議を行いながら進めている途上であ

るため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。  

 なお、四半期財務諸表は継続企業を前提に作成されており、上述のような継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四

半期財務諸表に反映しておりません。

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社は、以下の相手先と金銭消費貸借契約を締結し、重要な借入を受けております。 

①目的     運転資金 

②借入先    株式会社メディアマークス 

③借入金額   38,000千円 

④利率        3％ 

⑤契約日    平成22年10月 

⑥返済期限   平成22年11月 

  

①目的     運転資金  

②借入先    JINA AIR NETWORKS CO.LTD 

③借入金額   66,000千円  

④利率        2.5％  

⑤契約日    平成22年10月  

⑥返済期限   平成22年11月  

  

①目的     運転資金  

②借入先    ピエラレジェンヌ株式会社 

③借入金額   23,340千円  

④利率        12％  

⑤契約日    平成22年10月  

⑥返済期限   平成22年11月  

  

  

  

（7）重要な後発事象
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当社グループは、生産・受注の形態をとっておりません。 
  
   

当社は、ITセキュリティ事業の単一セグメントであるため、当第２四半期累計期間における 

販売実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
〈注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4. 補足情報

(1) 生産、受注及び販売の状況

(1) 生産、受注実績

(2) 販売実績

区分 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

プロダクトセールス部門 19 ─

サポートサービス部門 92 ─

プロフェッショナルサービス部門 ─ ─

合計 113 ─

相手先

当第２四半期累計期間 前第２四半期累計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

㈱フォーバル 57 50.5 ─ ─

㈱データコントロール 16 14.6 ─ ─
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